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血糖代謝をサポートする活性成分とその役割

Monthly Update

D O U G L A S

血糖コントロールに関わる
植物成分：ギムネマ・コロハ・シナモン
　異常な高血糖と関連するグルコースの代謝は、高い
糖化レベルを引き起こす。糖化は、タンパク質・脂質・
核酸を含む体の主要分子へ非酵素的に糖が付着した
ものである。糖化反応は、進行した終末糖化産物
(AGEs)やグリコトキシン中間体を作り出す。AGEsは、
体のタンパク質・脂質・核酸の異常で破壊的な機能を
引き起こす原因となる。AGEに関連したダメージは、
たくさんの疾病や老化の原因であると考えられる。
　ギムネマシルベスタは、健康的な膵臓のβ細胞の修
復と再生を助けるアーユルヴェーダ植物である。ギム
ネマは、腸のグルコース吸収を減少させるとも考えら
れている。この、インド原産で木本・つる性の植物は、
インドでは、糖尿病を意味する“madhu meha”もし
くは“honey urine”の治療のために使われてきた伝
統がある。ギムネマシルベスタの活性成分であるギム
ネマ酸は、血糖降下作用をもつということが多くの動
物実験で確認された。ヒト実験では、グルコース代謝
に有益であるかもしれないという確認がされた。アジ
アやヨーロッパで人気のコロハは、高率の粘液や水溶
性食物繊維を含む。水溶性食物繊維は、消化器系に重
要な役割を示し、糖や脂質の吸収を阻害し、血糖の上
昇を緩やかにサポートする。糖尿病誘発性のラットを
使った研究では、コロハを準備すると、主にスクロー
スの消化をゆっくりとさせることによって食後高血
糖の減少を引き起こした。他の動物実験では、活性成
分である4-ヒドロキシイソロイシンが、インスリン分
泌中の膵臓β細胞をサポートするのに重要な役割を
担っているかもしれないと示唆している。ヒト実験で
は、コロハが血糖とコレステロール代謝において補助
的役割があると示している。
　最近では、スパイスやフレーバーで良く知られるシ
ナモンが、体の血糖代謝をサポートする役割があると
注目をあびている。ある研究では、シナモンが患者の
空腹時血糖・トリグリセリド・コレステロールを有意
に減少させたことを明らかにした。また別の研究で
は、シナモンがインスリン増強剤の役割を示すかもし
れないとした。興味深いことに、予備研究では、最初の
活性成分としてメチルヒドロキシカルコンポリマー
(MCHP)を識別した。その後の研究では、今までこの
分子が誤って識別されていたかもしれないとした。

その活性成分は、今日では主に、水溶性のプロアントシ
アニジンＡ型ポリマーであると信じられている。プロ
アントシアニジンは優れた抗酸化能力をもっているの
で、シナモンが、細胞への強い抗酸化保護があるのと同
様に血糖代謝のサポートというメリットも持ち合わせ
ているかもしれない。

アルファリポ酸の補酵素としての役割
　アルファリポ酸は、タンパク質・炭水化物・脂質のエ
ネルギー代謝に関わる補酵素とされ、血糖処理におけ
る生理作用をもち、多くのフリーラジカルを除去する
ことも可能である。アルファリポ酸は、水油両溶性であ
り、含硫の補酵素である。体内での作用は、エネルギー
産生に関わるので、ビタミンＢのようである。多酵素複
合体の一部としてミトコンドリアに存在し、アルファ
リポ酸は、炭水化物・タンパク質・脂質代謝を活性化さ
せ、それらをＡＴＰへエネルギー転換するために極め
て重要である。これらの複合酵素のうちの二つである
PDH(ピルビン酸デヒドロゲナーゼ)とalpha-KGDH(α
-ケトグルタル酸デヒドロゲナーゼ)は、クエン酸回路
(クレブス回路)に不可欠な要素であり、全体的なエネ
ルギー産生の中心的役割とみなされている。複合酵素
を含む他のリポ酸であるBCKADH(分岐鎖ケト酸デヒ
ドロゲナーゼ)は、分岐鎖アミノ酸であるロイシン・イソ
ロイシン・バリンからエネルギーを得ることに関与す
る。関連したアルファリポ酸の代謝作用は、血糖処理に
おける役割である。この重要な補酵素は、血糖を細胞内
へ正常に運ぶために必要なもののようである。これは、
グルコース代謝酵素であるPDHとalpha-KGDHの作用
によって説明されるかもしれないが、一部の研究者は、
細胞膜に取り込まれる細胞グルコースにおいて、もっと
直接的な役割があるのではないかと考えている。
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患者様に合わせた指示箋ができる、
オーダーメイド分包サービスです。
患者様の満足度がより高くなります。
在庫負担がありません。
商品のお届けは、クリニック様お届けと
患者様直送からお選び頂けます。
ラベルデザインや容器も
色々お選び頂けます。
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Product on the Paper

　アルファリポ酸は酵素の働きを助ける補酵素の一種で、チオクト酸とも
呼ばれます。エネルギー代謝にかかわる重要な物質で、細胞中に僅かに含ま
れています。また体内でも微量が合成され、食品からも少しずつ摂取されて
います。但し加齢とともにその生成や食品からの摂取能力が減少すること
がわかっており、サプリメントから摂取することがもっとも有効とされて
いる物質の一つです。アルファリポ酸はそれ自体強い抗酸化力を持つだけ
でなく、活性酸素により酸化したビタミンCやビタミンEなどの抗酸化ビタ
ミンを還元して、再活性化させるという重要な役割も担っています。

強い抗酸化力と抗酸化ビタミンの還元を担う補酵素

LPA-60
3,600円(税別)
60粒入 1日1～2粒／30～60日分

品 番
価 格
内 容 量

：
：
：

成分名 含有量

主成分含有量 （1粒あたり） 

ギムネマシルベスタ抽出物
（40％ギムネマ酸）
コロハ種子抽出物

（20％ 4-ハイドロキシイソロシン）
シナモン抽出物

200

125

125

mg

mg

mg

　【グルコブリウム™】は、ハーブのみで血糖値を低めに誘導しようとする
フォーミュラです。糖分の吸収を抑制する作用を持つギムネマシルベスタ
や、大変優秀な食物繊維で胃腸で消化物を包みこんで消化を穏やかにする
コロハは、同じブロック型の成分です。また、シナモンに多く含まれるメチ
ルハイドロキシカルコンポリマー(MHCP）というポリフェノールは、イン

スリンに似た働きをする物質で、イ
ンスリンを助ける内部作用型と、そ
れぞれの良いところを組み合わせ
て使うことで、無理なく血糖値を低
めに誘導します。

血糖値対策・・・複合型

99155-60
8,400円(税別)
60粒入 1日1～2粒／30～60日分

品 番
価 格
内 容 量

：
：
：

Glucobrium™

※この表示値は、目安です。

成分名 含有量

主成分含有量 （1粒あたり） 

アルファリポ酸 100 mg
※この表示値は、目安です。

 グルコブリウム™

Alpha-Lipoic Acid
アルファ-リポイックアシッド
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